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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 11日 (2006.5.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 創 傷 を 処 置 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 方 法 が ：
　 １ 以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 を 創 傷 の 対 向 側 面 上 の 皮 膚 に 接 着 す る こ と に よ っ て 創 傷 の 対 向 す る
縁 部 を 閉 じ た 状 態 に 保 つ ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 １ 以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 の 各 創 傷 閉 鎖 材 が バ
ッ キ ン グ 、 前 記 バ ッ キ ン グ の 一 主 面 上 に あ る 接 着 剤 層 、 お よ び 創 傷 架 橋 部 を 含 み 、 前 記 １
以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 の 各 創 傷 閉 鎖 材 の 前 記 創 傷 架 橋 部 が 創 傷 の 対 向 す る 縁 部 に 接 す る ス テ ッ
プ ； お よ び
　 前 記 １ 以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 の 前 記 接 着 剤 層 を 用 い て 、 創 傷 を 横 断 す る 形 で 前 記 １ 以 上 の 創
傷 閉 鎖 材 を 接 着 し た 後 に 、 前 記 １ 以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 に 隣 接 す る 創 傷 に 流 動 性 接 着 性 皮 膚 用
塗 布 剤 を 塗 布 す る ス テ ッ プ を 含 み ；
　 前 記 接 着 性 皮 膚 用 塗 布 剤 が 創 傷 上 の 皮 膚 に 前 記 １ 以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 を 接 着 し な い 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　
　

【 請 求 項 ３ 】
　
　
　
　

あ る 量 の 流 動 性 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 ；
バ ッ キ ン グ 、 創 傷 の 上 に 配 置 す る の に 適 し た 創 傷 架 橋 部 、 お よ び 感 圧 接 着 剤 を 含 む 少 な

く と も １ つ の 創 傷 閉 鎖 材 を 含 み 、 前 記 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 が 少 な く と も １ つ の 創 傷 閉 鎖 材 の
前 記 創 傷 架 橋 部 を 皮 膚 に 接 着 し な い 、 創 傷 閉 鎖 シ ス テ ム 。

前 記 少 な く と も １ つ の 創 傷 閉 鎖 材 が ：
対 向 す る 弾 性 端 部 ； お よ び
前 記 端 部 間 を ま た ぐ 創 傷 架 橋 部 を 含 み 、
前 記 創 傷 閉 鎖 材 は ３ ０ ％ 伸 長 し た 後 に 少 な く と も ８ ５ ％ 回 復 し 、 そ し て 同 一 の 力 を 加 え

た 時 に 前 記 創 傷 架 橋 部 は 前 記 端 部 に 比 べ 伸 長 が 小 さ く 、 そ れ に よ っ て 前 記 創 傷 架 橋 部 は 皮
膚 の 伸 長 に よ り 生 ず る 力 に 対 抗 し て 創 傷 を 閉 じ た 状 態 に 保 ち や す く な る 、 請 求 項 ２ に 記 載
の シ ス テ ム 。



【 請 求 項 ４ 】
　

　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 図 を 参 照 す る と 、 ４ つ の 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ を 協 働 し て 用 い て 、 本 例 で は 患 者 の 腕 に
例 示 さ れ て い る 創 傷 （ Ｗ ） の 創 傷 縁 部 を 閉 じ た 状 態 に 保 っ て い る 。 特 に 留 意 す べ き こ と は
、 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ の 長 端 部 お よ び 短 端 部 ａ お よ び ｂ が 交 互 に 創 傷 の 反 対 側 に 配 備
さ れ る よ う に 端 部 ａ お よ び ｂ が 交 互 に 配 置 さ れ て い る こ と で あ る 。 拡 張 部 ３ ０ ａ
お よ び ３ ０ ｂ は 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ の 固 定 力 を 高 め る が 、 も し 創 傷 閉 鎖 材 が 左 右 対 称 で あ っ た
な ら ば 、 創 傷 閉 鎖 材 は 示 さ れ て い る よ う な 直 線 状 の 創 傷 に 沿 っ て 互 い に 干 渉 し あ い 、 重 な
り 合 う だ ろ う 。 言 い 換 え れ ば 、 そ れ ら を ど れ だ け 近 接 し て 一 緒 に 配 置 す る か が 制 限 さ れ 、
こ の 制 限 に よ り 創 傷 の よ り 密 な 結 合 を 必 要 と す る 例 へ の 使 用 が 妨 げ ら れ る こ と に な る だ ろ
う 。 し か し 図 は 、 端 部 ａ お よ び ｂ の 長 さ が 不 等 で あ る こ と に よ り 創 傷 閉 鎖 材 １ ２
を 入 れ 子 状 に 配 置 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 創 傷 の 遮 蔽 度 を 小 さ く し な が ら 、 創 傷 を ま
た ぐ 結 合 点 の 数 を 創 傷 全 長 に わ た っ て 十 分 確 保 し 、 同 時 に 皮 膚 に 強 固 な 固 定 を 得 る た め の
面 積 を 増 や す こ と が で き る こ と を 示 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 で は 、 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 １ ４ の 範 囲 が 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ に 隣 接 す る 領 域 内 に 置 か れ て
い る こ と も 分 か る 。 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 １ ４ が 塗 布 さ れ た 領 域 は 、 好 ま し く は 創 傷 閉 鎖 材 １
２ の 下 で は な く 、 そ の 隣 接 部 で あ る こ と が 好 ま し い 。 し か し 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 毛
細 管 現 象 に よ り １ 以 上 の 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ 架 橋 部 ２ ４ の 下 に あ る 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 １ ４ を 吸
引 す る こ と が あ る 。 し か し な が ら こ の 問 題 は 、 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ が 創 傷 架 橋 部 ２ ４ で 多 孔 性
で あ り 、 そ の 結 果 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ の 下 に 吸 引 さ れ た 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 １ ４ は 乾 燥 す る も の
と し て 対 処 さ れ る だ ろ う 。 別 の 方 法 で は 、 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 １ ４ は 接 着 性 創 傷 閉 鎖 材 １ ２
の 上 お よ び 隣 接 部 の 両 方 に 塗 布 さ れ る 。 し か し 、 好 ま し い 接 着 性 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ の 多 孔 性
（ 少 な く と も 創 傷 架 橋 部 内 ） に よ り 、 接 着 性 創 傷 閉 鎖 材 １ ２ と 患 者 の 間 の 接 着 性 皮 膚 塗 布
剤 １ ４ を 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。
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シ ロ キ サ ン 含 有 ポ リ マ ー １ ～ ４ ０ ％ ； ア ル カ ン を ベ ー ス と し た シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー 反 応
溶 媒 ６ ０ ～ ９ ９ ％ ； お よ び 補 助 剤 ０ ～ １ ５ ％ を 含 む 所 定 量 の 流 動 性 接 着 性 皮 膚 塗 布 剤 ；

バ ッ キ ン グ 、 創 傷 の 上 に 配 置 す る の に 適 し た 、 微 細 孔 性 ポ リ プ ロ ピ レ ン フ ィ ル ム を 含 む
創 傷 架 橋 部 、 お よ び 感 圧 接 着 剤 を 含 む 少 な く と も １ つ の 創 傷 閉 鎖 材 を 含 み 、 前 記 創 傷 架 橋
部 と 皮 膚 と の 間 の 接 着 強 度 が 約 ３ ０ グ ラ ム ／ セ ン チ メ ー ト ル 以 下 で あ る 、 創 傷 閉 鎖 シ ス テ
ム 。
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